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accept-lifetime
キーチェーンの認証キーが有効なキーとして受信される期間を設定するには、キーチェーンキー

コンフィギュレーションモードで accept-lifetimeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

accept-lifetime commandaccept-lifetime start-time {infinite| end-time| duration seconds}

no accept-lifetime [start-time {infinite| end-time| duration seconds}]

___________________
構文の説明 keyコマンドで指定されたキーの受信が有効に

なる開始時間。構文は次のいずれかにすること

ができます。

hh : mm : ss Month date year

hh : mm : ss date Month year

• hh --時間

• mm --分

• ss --秒

• Month --月の最初の 3文字

• date --日（1～ 31）

• year --年（4桁）

デフォルトの開始時刻と、指定できる最初の日

付は、1993年 1月 1日です。

start-time

キーは start-time値から受信できます。infinite

キーは start-time値から end-time値まで受信で
きます。構文は、start-time値と同じです。
end-time値は start-time値の後にする必要があり
ます。デフォルトの終了時間は無期限です。

end-time

キーの受信が有効である期間（秒単位）。値の

範囲は 1～ 2147483646です。
duration seconds

___________________
コマンドデフォルト キーチェーンの認証キーは無制限に有効として受信されます（開始時間は 1993年 1月 1日、終

了時間は無期限）。
___________________
コマンドモード キーチェーンキーコンフィギュレーション（config-keychain-key）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン DRPAgent、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、およびRouting Information Protocol

（RIP）Version 2でのみキーチェーンが使用されます。

start-time値と、infinite、end-time、または duration secondsのいずれかの値を指定します。

キーにライフタイムを割り当てる場合は、ネットワークタイムプロトコル（NTP）または他の時
刻同期方式を実行することを推奨します。

最後のキーの有効期限が切れると、認証が続行され、エラーメッセージが生成されます。認証を

ディセーブルにするには、手動で有効な最後のキーを削除する必要があります。

___________________
例 次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー「key1」は午後 1時 30分

から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信されます。キー「key2」は
午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午後 4時まで送信されます。
重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できます。時間の相違に対処する

ために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# interface ethernet 0
Router(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Router(config-if)# ip rip authentication mode md5
!
Router(config)# router rip
Router(config-router)# network 172.19.0.0
Router(config-router)# version 2
!
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain)# key-string key2
Router(config-keychain)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
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次の例では、EIGRPアドレスファミリにchain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー
「key1」は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信
されます。キー「key2」は午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午
後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できま
す。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# router
eigrp virtual-name
Router(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-af)# network 10.0.0.0
Router(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Router(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Router(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-af-interface)# exit
Router(config-router-af)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルに

するために必要な認証キーチェーンを定義しま

す。

key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string（認証）

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期

間を設定します。

send-lifetime

認証キーの情報を表示します。show key chain
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bfd all-interfaces
ルーティングプロセスに参加しているすべてのインターフェイスの双方向フォワーディング検出

（BFD）をイネーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミ
リインターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd all-interfacesコマンドを使用します。
1つのインターフェイスですべてのネイバーの BFDをディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

bfd all-interfaces

no bfd all-interfaces

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト BFDは、ルーティングプロセスに参加するインターフェイスでディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーション（config-router-af）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(18)SXE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(31)Sに統合されました。12.0(31)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(4)Tに統合されました。12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release XE 2.1に統合され、Cisco ASR
1000シリーズの集約サービスルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが変更されました。名前付きルータコンフィギュレー

ションモードの bfd all-interfacesコマンドがアドレスファミリイ
ンターフェイスモードの bfdコマンドに置き換えられました。

15.0(1)M

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されまし
た。

15.1(2)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。Routing InformationProtocol（RIP）
のサポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.3

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されまし
た。

15.2(4)S

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.7S

___________________
使用上のガイドライン 障害検出のためにBFDを使用するようにルーティングプロトコルを設定する方法は 2通りありま

す。すべてのインターフェイスの BFDをイネーブルにするには、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで bfd all-interfacesコマンドを使用します。 Cisco IOS Release 12.4(24)T、Cisco IOS
12.2(33)SRA、およびそれ以前のリリースでは、bfd all-interfacesコマンドはルータコンフィギュ
レーションモードとアドレスファミリインターフェイスモードで機能します。

Cisco IOS Release 15.0(1)M以降のリリースで、名前付きルータコンフィギュレーションモードの
bfd all-interfacesコマンドはアドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーションモード
のbfdコマンドに置き換えられました。ルータコンフィギュレーションモードのbfdall-interfaces
コマンドと同じ機能を実行するには、アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードで bfdコマンドを使用します。

___________________
例 次に、すべてのEnhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバーのBFDをイネーブル

にする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router eigrp 123
Router(config-router)# bfd all-interfaces
Router(config-router)# end

次に、すべての Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネイバーの BFDをイネーブル
にする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router isis tag1
Router(config-router)# bfd all-interfaces
Router(config-router)# end

次に、すべての Open Shortest Path First（OSPF）ネイバーの BFDをイネーブルにする例を示しま
す。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router ospf 123
Router(config-router)# bfd all-interfaces
Router(config-router)# end
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次に、アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーションモードで bfdコマンドを使
用して、すべての EIGRPネイバーの BFDをイネーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router eigrp my_eigrp
Router(config-router)# address family ipv4 autonomous-system 100
Router(config-router-af)# af-interface FastEthernet 0/0
Router(config-router-af)# bfd

次に、すべての Routing Information Protocol（RIP）ネイバーの BFDをイネーブルにする例を示し
ます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router rip
Router(config-router)# bfd all-interfaces
Router(config-router)# end

次に、アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーションモードですべての IS-ISネイ
バーの IPv6 BFDをイネーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router isis
Router(config-router)# address family ipv6
Router(config-router-af)# bfd all-interfaces
Router(config-router-af)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスのベースラインBFDセッショ
ンパラメータを設定します。

bfd
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dampening
フラッピングセッションを自動的にダンプニングするようにデバイスを設定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで dampeningコマンドを使用します。自動ダンプニン
グをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

dampening [half-life-period reuse-threshold suppress-threshold max-suppress-time] [restart-penalty]

no dampening

___________________
構文の説明

（任意）ペナルティが小さくなるまでの時間

（秒単位）。ルートにペナルティを割り当てる

と、half-life期間の経過後にペナルティが半分
まで減少します。 half-life期間の範囲は 1～ 30
秒です。デフォルトの時間は 5秒です。

half-life-period

（任意）ペナルティの数に基づいて値を再利用

します。累積ペナルティがこの値を下回るまで

減少すると、ルートは抑制されなくなります。

再利用値の範囲は 1～ 20000です。デフォルト
は 1000です。

reuse-threshold

（任意）フラッピングが発生しているインター

フェイスのダンプニングをルータでトリガーす

る、累積ペナルティの値。ペナルティがこの制

限を超えるとルートが抑制されます。指定でき

る範囲は 1～ 20000で、デフォルトは 2000で
す。

suppress-threshold

（任意）ルートの最長抑制時間（秒単位）。範

囲は 1～ 20000で、デフォルトは half-life-period
値の 4倍です。 half-life-periodの値がデフォル
トに設定されている場合、最大抑制時間はデ

フォルトの 20秒になります。

max-suppress-time

（任意）ルータのリロード後に初めて起動した

ときにインターフェイスに適用されるペナル

ティ。設定できる範囲は 1～ 18000ペナルティ
です。デフォルトは 2000ペナルティです。こ
の引数は、他の設定には必須ではありません。

restart-penalty
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___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。手動で restart-penalty引数のタイ

マーを設定するには、すべての引数の値を手動で入力する必要があります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXDに統合されまし
た。

12.2(18)SXD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されまし
た。

12.2(31)SB2

___________________
使用上のガイドライン IPイベントダンプニング機能は、サブインターフェイスで機能しますが、サブインターフェイス

のみで設定できません。この機能を設定できるのは、プライマリインターフェイスのみです。

プライマリインターフェイスの設定は、すべてのサブインターフェイスに対しデフォルトで適用

されます。

インターフェイスがダンプニングされると、インターフェイスが IPルーティングとコネクション
レス型ネットワークサービス（CLNS）ルーティングの両方で等しくダンプニングします。
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）などの統合型ルーティングプロトコル、IP、ルー
ティングプロトコル、およびCLNSルーティングプロトコルは緊密に相互接続されるため、イン
ターフェイスは IPとCLNSの両方にダンプニングします。ダンプニングを別々に適用することは
できません。

仮想テンプレートから仮想アクセスインターフェイスへのダンプニング設定のコピーはサポート

されません。これは、仮想テンプレートを使用する既存のアプリケーションでは、ダンプニング

の有用性が限定的であるためです。インターフェイスでフラップが発生すると仮想アクセスイン

ターフェイスはリリースされ、インターフェイスがアップしてネットワークに対して使用可能に

なると、新しい接続と仮想アクセスインターフェイスが取得されます。ダンプニング状態はイン
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ターフェイスに対して設定されるため、インターフェイスのフラップより長く続くことはありま

せん。

すでにダンプニングが設定されているインターフェイスに対して dampeningコマンドを適用する
と、ダンプニング状態はすべてリセットされ、累積ペナルティが 0に設定されます。インター
フェイスが減衰されている場合、累積ペナルティは再使用しきい値まで低下し、減衰しているイ

ンターフェイスはネットワークに対して使用可能になります。ただし、フラップカウントは保持

されます。

___________________
例 次に、半減期を 30秒に、再使用しきい値を 1500に、抑制しきい値を 10000に、最大抑制時間を

120秒に設定する例を示します。

interface Ethernet 0/0
dampening 30 1500 10000 120

次に、ルータがリロードされた後、最初にインターフェイスがアップしたときに、イーサネット

インターフェイス 0/0で 500のペナルティを適用するようにルータを設定する例を示します。

interface Ethernet 0/0
dampening 5 500 1000 20 500

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスカウンタをクリアします。clear counters

インターフェイスダンプニングのサマリーを表

示します。

show dampening interface

ダンプニングパラメータおよびステータスのサ

マリーを表示します。

show interface dampening
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ip policy route-map
インターフェイスでのポリシールーティングに使用するルートマップを特定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで ip policy route-mapコマンドを使用します。インター
フェイスでポリシールーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ip policy route-map commandip policy route-map map-tag

no ip policy route-map

___________________
構文の説明

ポリシールーティングに使用するルートマッ

プの名前。名前は、route-mapコマンドで指定
されたmap-tag値に一致させる必要があります。

map-tag

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスでポリシールーティングは行われません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。Cisco IOS XE Release 2.2

___________________
使用上のガイドライン 明らかな最短パス以外のルートを選択するようにパケットを設定する場合は、ポリシールーティ

ングをイネーブルにする場合があります。

ip policy route-mapコマンドは、ポリシールーティングに使用するルートマップを特定します。
route-mapコマンドごとに、それに関連したmatchおよび setコマンドのリストがあります。match
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コマンドでは、パケットの宛先 IPアドレスに基づいて、一致基準（そのインターフェイスにポリ
シールーティングが許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定のポリシールーティング処理）を指定します。no
ip policy route-mapコマンドは、ルートマップへのポインタを削除します。

match ip addressコマンドを使用し、拡張 IPアクセスリストを参照する場合、拡張 IPアクセス
リストに定義可能なあらゆる一致基準でポリシーベースルーティングを実行できます。

___________________
例 次に、IPアドレス 172.30.3.20のルータに 172.21.16.18の宛先 IPアドレスのパケットを送信する例

を示します。

interface serial 0
ip policy route-map wethersfield
!
route-map wethersfield
match ip address 172.21.16.18
set ip next-hop 172.30.3.20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

パケットのレベル3長に基づいてポリシールー
ティングを実行します。

match length

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たし、宛先への明示ルートがな
いパケットの出力先を示します。

set default interface

ポリシールーティング用のルートマップの

match句に合格したパケットの出力先を示しま
す。

set interface

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たしたパケットの宛先への明示
ルートを Cisco IOSソフトウェアが持たない場
合の出力先を示します。

set ip default next-hop
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説明コマンド

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set ip next-hop
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key
キーチェーンの認証キーを指定するには、キーチェーンコンフィギュレーションモードで key
コマンドを使用します。キーチェーンからキーを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

key commandkey key-id

no key key-id

___________________
構文の説明

キーチェーンの認証キーの識別番号。キーの

範囲は、0～ 2147483647です。キー識別番号
は連続している必要はありません。

key-id

___________________
コマンドデフォルト キーはキーチェーンに存在しません。

___________________
コマンドモード キーチェーンコンフィギュレーション（config-keychain）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン DRPAgent、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、およびRouting Information Protocol

（RIP）Version 2でのみキーチェーンが使用されます。

キーチェーンに複数のキーを含めると便利です。これにより、ソフトウェアは、accept-lifetime
および send-lifetimeキーチェーンキーコマンド設定に基づいてキーが後で無効になったときに
キーを順序付けることができます。
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各キーには、ローカルに格納される独自のキー識別子があります。キー ID、およびメッセージに
関連付けられたインターフェイスの組み合わせにより、使用中の認証アルゴリズムおよびMessage
Digest 5（MD5）認証キーが一意に識別されます。有効なキーの数にかかわらず、送信される認
証パケットは 1つだけです。ソフトウェアは、まず最小のキー ID番号を確認し、最初の有効な
キーを使用します。

最後のキーの有効期限が切れると、認証が続行され、エラーメッセージが生成されます。認証を

ディセーブルにするには、手動で有効な最後のキーを削除する必要があります。

すべてのキーを削除するには、no key chainコマンドを使用して、キーチェーンを削除します。

___________________
例 次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー「key1」は午後 1時 30分

から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信されます。キー「key2」は
午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午後 4時まで送信されます。
重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できます。時間の相違に対処する

ために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# interface ethernet 0
Router(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Router(config-if)# ip rip authentication mode md5
!
Router(config)# router rip
Router(config-router)# network 172.19.0.0
Router(config-router)# version 2
!
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次の名前付き設定の例では、EIGRPアドレスファミリに chain1という名前のキーチェーンが設定
されます。キー「key1」は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午
後 3時まで送信されます。キー「key2」は午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、
午後 3時から午後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相
違に対処できます。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# router
eigrp virtual-name
Router(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-af)# network 10.0.0.0
Router(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Router(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Router(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-af-interface)# exit
Router(config-router-af)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
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Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次の名前付き設定の例では、EIGRPサービスファミリに chain1という名前のキーチェーンが設定
されます。キー「key1」は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午
後 3時まで送信されます。キー「key2」は午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、
午後 3時から午後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相
違に対処できます。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# eigrp virtual-name
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-sf)# network 10.0.0.0
Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet0/0
Router(config-router-sf-interface)# authentication key-chain trees
Router(config-router-sf-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-sf-interface)# exit
Router(config-router-sf)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンの認証キーが有効として受信され

る期間を設定します。

accept-lifetime

EIGRPパケットの認証をイネーブルにします。ip authentication key-chain eigrp

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルに

するために必要な認証キーチェーンを定義しま

す。

key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string（認証）

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期

間を設定します。

send-lifetime

認証キーの情報を表示します。show key chain
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key chain
ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにするために必要な認証キーチェーンを定義し、

キーチェーンコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで key chainコマンドを使用します。キーチェーンを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

key chain commandkey chain name-of-chain

no key chain name-of-chain

___________________
構文の説明

キーチェーンの名前。キーチェーンには少な

くとも 1つのキーが必要で、最大 2147483647
のキーを含めることができます。

name-of-chain

___________________
コマンドデフォルト キーチェーンは存在しません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン DRPAgent、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、およびRouting Information Protocol

（RIP）Version 2でのみキーチェーンが使用されます。

認証をイネーブルにするには、キーチェーンにキーを設定する必要があります。
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複数のキーチェーンを指定できますが、ルーティングプロトコルごとにインターフェイスあたり

1つのキーチェーンを使用することを推奨します。key chainコマンドを指定すると、キーチェー
ンコンフィギュレーションモードが開始されます。

___________________
例 次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー「key1」は午後 1時 30分

から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信されます。キー「key2」は
午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午後 4時まで送信されます。
重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できます。時間の相違に対処する

ために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# interface ethernet 0
Router(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Router(config-if)# ip rip authentication mode md5
!
Router(config)# router rip
Router(config-router)# network 172.19.0.0
Router(config-router)# version 2
!
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次の名前付き設定の例では、EIGRPアドレスファミリに chain1という名前のキーチェーンが設定
されます。キー「key1」は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午
後 3時まで送信されます。キー「key2」は午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、
午後 3時から午後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相
違に対処できます。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# router eigrp virtual-name
Router(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-af)# network 10.0.0.0
Router(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Router(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Router(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-af-interface)# exit
Router(config-router-af)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次の名前付き設定の例では、サービスファミリに treesという名前のキーチェーンが設定されま
す。 chestnutという名前のキーは午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時
から午後 3時まで送信されます。キー birchは午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れら
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れ、午後 3時から午後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間
の相違に対処できます。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# router eigrp virtual-name
Router(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-sf)# sf-interface ethernet
Router(config-router-sf-interface)# authentication key chain trees
Router(config-router-sf-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-sf-interface)# exit
Router(config-router-sf)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string chestnut
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string birch
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンの認証キーが有効として受信され

る期間を設定します。

accept-lifetime

RIP Version 2パケットの認証をイネーブルにし
て、インターフェイスに使用可能なキーセット

を指定します。

ip rip authentication key-chain

EIGRPパケットの認証をイネーブルにします。ip authentication key-chain eigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

キーの認証文字列を指定します。key-string（認証）

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期

間を設定します。

send-lifetime

認証キーの情報を表示します。show key chain
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key-string（認証）
キーの認証文字列を指定するには、キーチェーンキーコンフィギュレーションモードでkey-string
（認証）コマンドを使用します。認証文字列を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

key-string commandkey-string text

no key-string text

___________________
構文の説明

認証するルーティングプロトコルを使用してパ

ケットで送受信する必要がある認証文字列。文

字列には、大文字小文字の英数字 1～ 80文字
を含めることができます。

text

___________________
コマンドデフォルト キーの認証文字列は存在しません。

___________________
コマンドモード キーチェーンキーコンフィギュレーション（config-keychain-key）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン DRPAgent、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、およびRouting Information Protocol

（RIP）Version 2でのみキーチェーンが使用されます。各キーに 1つのキー文字列のみを設定で
きます。
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（servicepassword-encryptionコマンドを使用して）パスワードの暗号化を設定した場合、ソフト
ウェアは暗号化テキストとしてキー文字列を保存します。moresystem:running-configコマンドを
使用して端末に書き込むと、key-string 7は暗号化テキストで表示されます。

___________________
例 次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー「key1」は午後 1時 30分

から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信されます。キー「key2」は
午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午後 4時まで送信されます。
重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できます。時間の相違に対処する

ために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# interface ethernet 0
Router(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Router(config-if)# ip rip authentication mode md5
!
Router(config)# router rip
Router(config-router)# network 172.19.0.0
Router(config-router)# version 2
!
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次の例では、EIGRPアドレスファミリにchain1という名前のキーチェーンが設定されます。キー
「key1」は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時から午後 3時まで送信
されます。キー「key2」は午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け入れられ、午後 3時から午
後 4時まで送信されます。重複により、キーの移行またはルータの設定時間の相違に対処できま
す。時間の相違に対処するために両側に 30分の余裕があります。

Router(config)# eigrp virtual-name
Router(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Router(config-router-af)# network 10.0.0.0
Router(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Router(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Router(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Router(config-router-af-interface)# exit
Router(config-router-af)# exit
Router(config-router)# exit
Router(config)# key chain chain1
Router(config-keychain)# key 1
Router(config-keychain-key)# key-string key1
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Router(config-keychain-key)# exit
Router(config-keychain)# key 2
Router(config-keychain-key)# key-string key2
Router(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Router(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンの認証キーが有効として受信され

る期間を設定します。

accept-lifetime

EIGRPパケットの認証をイネーブルにします。ip authentication key-chain eigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルに

するために必要な認証キーチェーンを定義しま

す。

key chain

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期

間を設定します。

send-lifetime

パスワードを暗号化します。service password-encryption

認証キーの情報を表示します。show key chain
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match interface（IP）
指定されたインターフェイスのいずれかを起点とするネクストホップが存在するルートを配布す

るには、ルートマップコンフィギュレーションモードでmatch interfaceコマンドを使用します。
match interfaceエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match interface interface-type interface-number [... interface-type interface-number]

no match interface interface-type interface-number [... interface-type interface-number]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。interface- type

インターフェイス番号を指定します。interface- number

___________________
コマンドデフォルト 一致インターフェイスは定義されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Sに統合されました。15.1(2)S

___________________
使用上のガイドライン コマンド構文内の省略記号（...）は、コマンドを入力するときに、interface-type interface-number

引数に対応する値を複数指定できることを意味します。

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
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matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートマップは、いくつかの部分にわかれている可能性があります。 route-mapコマンドに関連
付けられているどの matchステートメントとも一致しないルートは無視されます。したがって、
そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズされることも、着信ルートマップ用に受け入れ

られることもありません。一部のデータのみ修正したい場合は、別にルートマップセクション

を設定して明示的に一致基準を指定する必要があります。

___________________
例 次の例では、イーサネットインターフェイス 0を起点とするネクストホップがあるルートが配布

されます。

route-map name
match interface ethernet 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

指定のアクセスリストのいずれかが通過する、

ネクストホップルータアドレスを持ったルー

トをすべて再配布します。

match ip next-hop

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）
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説明コマンド

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match ip address
宛先ネットワーク番号アドレスが標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、またはプレフィッ

クスリストで許可されているルートを配布する場合、またはパケットでポリシールーティングを

実行する場合は、ルートマップコンフィギュレーションモードでmatch ip addressコマンドを使
用します。 match ip addressエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match ip address {access-list-number [access-list-number ...| access-list-name ...]| access-list-name
[access-list-number ...| access-list-name]| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name ...]}

no match ip address {access-list-number [access-list-number ...| access-list-name ...]| access-list-name
[access-list-number ...| access-list-name]| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name ...]}

___________________
構文の説明

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリス

トの番号。 1～ 199の整数を指定できます。省
略符号は、複数の値を入力可能であることを示

します。

access-list-number...

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリス

トの名前。 1～ 199の整数を指定できます。省
略符号は、複数の値を入力可能であることを示

します。

access-list-name...

プレフィックスリストに基づいてルートを配布

します。

prefix-list

特定のプレフィックスリストの名前。省略符

号は、複数の値を入力可能であることを示しま

す。

prefix-list-name...

___________________
コマンドデフォルト アクセスリスト番号もプレフィックスリストも指定されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

IP ルーティング：プロトコル非依存コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 ス
イッチ）

27

IP ルーティングプロトコル非依存コマンド：A ～ R
match ip address



変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Sに統合されました。15.1(2)S

___________________
使用上のガイドライン このコマンド構文内の省略符号（...）は、access-list-number、access-list-name、またはprefix-list-name

引数に複数の値を入力できることを示します。

同じルートマップサブブロック内の類似 matchは、「OR」（論理和）でフィルタリングされま
す。ルートマップサブブロック全体の中に一致するmatch節が 1つあれば、照合の成功として処
理されます。非類似match句は、「AND」（論理積）でフィルタリングされます。したがって、
非類似照合は論理的にフィルタリングされます。最初の条件セットが満たされない場合、2つ目
の match節がフィルタリングされます。このプロセスは一致するものが見つかるまで、または
match節がなくなるまで続きます。

ルートの再配布またはパケットのポリシールーティングを実行するには、ルートマップを使用し

ます。両方の用途について、ここで説明します。

再分配

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートマップを使用してルートを渡す場合、ルートマップの複数のセクションに特定のmatch節
を入力できます。 route-mapコマンドに関連付けられているどの matchステートメントとも一致
しないルートは無視されます。したがって、そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズさ

れることも、着信ルートマップ用に受け入れられることもありません。一部のデータのみ修正し

たい場合は、別にルートマップセクションを設定して明示的に一致基準を指定する必要がありま

す。

ポリシールーティング

ルートマップには、ポリシールーティングをイネーブルにするというもう 1つの用途がありま
す。 match ip addressコマンドは、拡張アクセスリスト（プロトコル、プロトコルサービス、送
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信元または宛先の IPアドレスなど）による一致基準に基づいたパケットのポリシールーティング
を可能にします。パケットのポリシールーティング条件を定義するには、route-mapグローバル
コンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-mapコンフィギュレーションコマン
ドに加えて、ip policy route-mapインターフェイスコンフィギュレーションコマンドも使用しま
す。 route-mapコマンドごとに、それに関連したmatchおよび setコマンドのリストがあります。
matchコマンドは、一致基準（ポリシールーティングが発生する条件）を指定します。 setコマ
ンドでは、set処理（matchコマンドによる基準が満たされた場合に実行する特定のルーティング
アクション）を指定します。送信元に基づくパケットのポリシールーティングを、たとえばアク

セスリストを使用して実行できます。

___________________
例 次の例では、アクセスリスト番号 5または 80で指定されたアドレスを持つルートが一致と見な

されます。

Router(config)# route-map name
Router(config-route-map)# match ip address 5 80

プレフィックスリストを使用するルートマップは、他のルーティングプロトコルでルートフィ

ルタリング、デフォルト発信元、および再配布に使用できます。次の例では、プレフィックス

10.1.1.0/24がルーティングテーブルに存在する場合にデフォルトルート 0.0.0.0/0が条件付きで発
信されます。

Router(config)# ip prefix-list cond permit 10.1.1.0/24
!
Router(config)# route-map default-condition permit 10
Router(config-route-map)# match ip address prefix-list cond
!
Router(config)# router rip
Router(config-router)# default-information originate route-map default-condition

次のポリシールーティングの例では、アクセスリスト番号 6または 25で指定されたアドレスを
持つパケットがイーサネットインターフェイス 0にルーティングされます。

Router(config)# interface serial 0
Router(config-if)# ip policy route-map chicago
!
Router(config)# route-map chicago
Router(config-route-map)# match ip address 6 25
Router(config-route-map)# set interface ethernet 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスでポリシールーティングに使

用するルートマップを特定します。

ip local policy route-map

インターフェイスでポリシールーティングに使

用するルートマップを特定します。

ip policy route-map

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path
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説明コマンド

BGPコミュニティを照合します。match community

指定されたインターフェイスのいずれかがネク

ストホップであるルートを再配布します。

match interface（IP）

指定のアクセスリストのいずれかが通過する、

ネクストホップルータアドレスを持ったルー

トをすべて再配布します。

match ip next-hop

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

パケットのレベル3長に基づいてポリシールー
ティングを実行します。

match length

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たし、宛先への明示ルートがな
いパケットの出力先を示します。

set default interface

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set interface
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説明コマンド

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たしたパケットの宛先への明示
ルートを Cisco IOSソフトウェアが持たない場
合の出力先を示します。

set ip default next-hop

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set ip next-hop

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match ip next-hop
指定されたいずれかのアクセスリストによって渡されるネクストホップルータアドレスがある

ルートを再配布するには、ルートマップコンフィギュレーションモードで match ip next-hopコ
マンドを使用します。ネクストホップエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

match ip next-hop {access-list-number| access-list-name} [... access-list-number| ... access-list-name]

no match ip next-hop {access-list-number| access-list-name} [... access-list-number| ... access-list-name]

___________________
構文の説明

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリス

トの番号または名前。 1～ 199の整数を指定で
きます。

access-list-number access-list-name

___________________
コマンドデフォルト ネクストホップアドレスの一致を必要とせず、自由にルートが再配布されます。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Sに統合されました。15.1(2)S

___________________
使用上のガイドライン コマンド構文に含まれる省略符号（...）は、コマンド入力にaccess-list-numberまたはaccess-list-name

引数の値を複数含めることができることを示します。

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
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コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。 matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートがルートマップを通過するようにするときには、ルートマップに複数の要素を持たせるこ

とができます。 route-mapコマンドに関連付けられているどの matchステートメントとも一致し
ないルートは無視されます。したがって、そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズされ

ることも、着信ルートマップ用に受け入れられることもありません。一部のデータのみ修正した

い場合は、別にルートマップセクションを設定して明示的に一致基準を指定する必要がありま

す。

___________________
例 次の例では、ネクストホップルータアドレスがアクセスリスト 5または 80で一致したルートが

再配布されます。

Router(config)# route-map name
Router(config-route-map)# match ip next-hop 5 80

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

指定されたインターフェイスのいずれかがネク

ストホップであるルートを再配布します。

match interface（IP）

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）
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説明コマンド

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match ip route-source
アクセスリストに指定されているアドレスのルータおよびアクセスサーバによってアドバタイズ

されたルートを照合するには、ルートマップコンフィギュレーションモードで、match ip
route-sourceコマンドを使用します。ルートソースエントリを削除するには、このコマンドのno
形式を使用します。

match ip route-source [access-list-number [... access-list-number]] [expanded-access-list [...
expanded-access-list]] [access-list-name [... access-list-name]] [prefix-list name [...prefix-list name]]
[redistribution-source]

no match ip route-source [access-list-number [... access-list-number]] [expanded-access-list [...
expanded-access-list]] [access-list-name [... access-list-name]] [prefix-list name [...prefix-list name]]
[redistribution-source]

___________________
構文の説明

（任意）標準アクセスリストの番号。範囲は

1～ 199です。
access-list-number

（任意）拡張アクセスリストの番号。指定で

きる範囲は 1300～ 1999です。
expanded-access-list

（任意）標準アクセスリストの名前。access-list-name

（任意）指定したプレフィックスリストの一致

エントリを設定します。

prefix-list name

（任意）Enhanced Interior Gateway Routing
Protocol（EIGRP）のルート再配布ソースを指定
します。

redistribution-source

___________________
コマンドデフォルト ルートのフィルタリングはルートソースで適用されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズの集約サービスルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン コマンド構文に含まれる省略符号（...）は、コマンド入力に access-list-number引数、

expanded-access-list引数、access-list-name引数、および prefix-list nameキーワードと引数のペアの
値を複数含めることができることを示します。

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。 matchコマンドは、一致基準、つまり現在の
route-mapコマンドについて再配布を許可する条件を指定します。 setコマンドでは、set処理
（matchコマンドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定しま
す。 no route-mapコマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートマップは、いくつかの部分にわかれている可能性があります。 route-mapコマンドに関連
付けられているどの matchステートメントとも一致しないルートは無視されます。したがって、
そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズされることも、着信ルートマップ用に受け入れ

られることもありません。一部のデータのみ修正する場合は、別にルートマップセクションを

設定して明示的に一致基準を指定する必要があります。

___________________
例 次に、アクセスリスト 5および拡張アクセスリスト 1335で指定されているアドレスのルータお

よびアクセスサーバによってアドバタイズされたルートを照合する方法を示します。

Router(config)# route-map R1
Router(config-route-map)# match ip route-source 5 1335

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path
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説明コマンド

BGPコミュニティを照合します。match community

指定されたインターフェイスのいずれかからの

ネクストホップを持つルートを再配布します。

match interface（IP）

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

アクセスリストによって指定されたアドレスの

ルータおよびアクセスサーバによってアドバタ

イズされた外部 EIGRPルートをフィルタリン
グします。

match ip redistribution-source

指定のアクセスリストのいずれかが通過する、

ネクストホップルータアドレスを持ったルー

トをすべて再配布します。

match ip next-hop

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference
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説明コマンド

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match ipv6 address
プレフィックスリストで許可されたプレフィックスを持つ IPv6ルートを配布したり、IPv6向け
ポリシーベースルーティング（PBR）のパケットを照合するために使用する IPv6アクセスリス
トを指定したりするには、ルートマップコンフィギュレーションモードでmatch ipv6 addressコ
マンドを使用します。match ipv6 addressエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name| access-list-name}

no match ipv6 address

___________________
構文の説明 IPv6プレフィックスリストの名前を指定しま

す。

prefix-list prefix-list-name

IPv6アクセスリスト名。名前にはスペースま
たは引用符を含めることはできません。また、

数字で始めることはできません。

access-list-name

___________________
コマンドデフォルト ルートは、宛先ネットワーク番号またはアクセスリストに基づいて配布されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(21)STに統合されました。12.0(21)ST

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(22)Sに統合されました。12.0(22)S

このコマンドが変更されました。引数 access-list-nameが追加され
ました。

12.3(7)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)SGに統合されました。12.2(25)SG
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 prefix-list prefix-list-nameキー
ワードと引数のペアの引数は、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXI4では
サポートされません。

12.2(33)SXI4

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.2S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2SEに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.2SE

___________________
使用上のガイドライン あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapコマンドと、matchおよび setコマンドを使用します。 route-mapコマンド
ごとに、それに関連した matchおよび setコマンドのリストがあります。 matchコマンドは、一
致基準、つまり現在の route-mapコマンドについて再配布を許可する条件を指定します。 setコマ
ンドでは、set処理（matchコマンドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アク
ション）を指定します。

match ipv6 addressコマンドは、アクセスリストまたはプレフィックスリストを指定するために
使用できます。PBRを使用する場合は、access-list-name引数を指定する必要があります。prefix-list
prefix-list-nameキーワードと引数のペアの引数は機能しません。

___________________
例 次の例では、marketingという名前のプレフィックスリストで指定されたアドレスを持つ IPv6ルー

トが照合されます。

Device(config)# route-map name
Device(config-route-map)# match ipv6 address prefix-list marketing

次の例では、marketingという名前のアクセスリストで指定されたアドレスを持つ IPv6ルートが
照合されます。

Device(config)# route-map
Device(config-route-map)# match ipv6 address marketing

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

IPv6の PBRでパケットの照合に使用する IPv6
アクセスリストを指定します。

match ipv6 address
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説明コマンド

プレフィックスリストによって許可されている

ネクストホッププレフィックスを持つ IPv6
ルートを配布します。

match ipv6 next-hop

プレフィックスリストで指定されているアドレ

スのルータによってアドバタイズされた IPv6
ルートを配布します。

match ipv6 route-source

パケットのレベル3長に基づいてポリシールー
ティングを実行します。

match length

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルにルートを再配布する条件を定

義します。

route-map

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たし、宛先への明示ルートがな
いパケットの出力先のデフォルトインターフェ

イスを指定します。

set default interface

ポリシールーティング用のルートマップの

match句を通過したパケットの送出先のデフォ
ルトインターフェイスを指定します。

set interface

一致パケットが転送されるデフォルトの IPv6
ネクストホップを指定します。

set ipv6 default next-hop

ポリシールーティング用のルートマップの

match句を通過した IPv6パケットの送出先を示
します。

set ipv6 next-hop（PBR）

IPv6パケットヘッダーのプリファレンス値を
設定します。

set ipv6 precedence

ルートのインポート先を示します。set level
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説明コマンド

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match length
レベル 3パケット長に基づくポリシールーティングを実行するには、ルートマップコンフィギュ
レーションモードで、match lengthコマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

match length minimum-length maximum-length

no match length minimum-length maximum-length

___________________
構文の説明

一致として許容されるレベル 3パケット長の最
小値。範囲は 0～ 0x7FFFFFFFです。

minimum-length

一致として許容されるレベル 3パケット長の最
大値。範囲は 0～ 0x7FFFFFFFです。

maximum-length

___________________
コマンドデフォルト パケット長に基づくポリシールーティングは実行されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。このコマンドが IPv6ポリシーベース
ルーティング（PBR）の設定で使用するために更新されました。

12.3(7)T

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2Sに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.2S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY
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___________________
使用上のガイドライン IPv4でパケットのポリシールーティング条件を定義するには、ip policy route-mapインターフェ

イスコンフィギュレーションコマンド、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマン
ド、およびmatchと setのルートマップコンフィギュレーションコマンドを使用します。 ip policy
route-mapコマンドは、名前でルートマップを識別します。 route-mapコマンドごとに、それに
関連したmatchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（ポリシー
ルーティングが発生する条件）を指定します。 setコマンドは、set処理（matchコマンドによっ
て強制される基準が満たされた場合に実行される特定のルーティングアクション）を指定しま

す。

PBR for IPv6でパケットのポリシールーティング条件を定義するには、ipv6 policy route-mapまた
は ipv6 local policy route-mapコマンドを使用します。

IPv4の match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。 matchコ
マンドは任意の順序で発行できます。setコマンドで指定された set処理に基づいてパケットがルー
ティングされるようにするためには、すべての matchコマンドを「通過」する必要があります。
matchコマンドの no形式を使用すると、指定した一致基準が削除されます。

IPv4では、パケット長に基づくポリシールーティングが可能なため、インタラクティブトラフィッ
クとバルクトラフィックを異なるルータに送信できます。

___________________
例 次の例では、3～ 200バイトの長さのパケットが FDDIインターフェイス 0にルーティングされま

す。

interface serial 0
ip policy route-map interactive
!
route-map interactive
match length 3 200
set interface fddi 0

IPv6に関する次の例では、3～ 200バイトの長さのパケットが FDDIインターフェイス 0にルー
ティングされます。

interface Ethernet0/0
ipv6 policy-route-map interactive

!
route-map interactive
match length 3 200
set interface fddi 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスのポリシールーティングに使

用するルートマップを指定します。

ip local policy route-map

IPv6により発生したパケットの IPv6 PBRを設
定します。

ipv6 local policy route-map
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説明コマンド

インターフェイスで IPv6 PBRを設定します。ipv6 policy route-map

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

IPv6PBRのパケットを照合するために使用する
IPv6アクセスリストを指定します。

match ipv6 address

パケットのレベル3長に基づいてポリシールー
ティングを実行します。

match length

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たし、宛先への明示ルートがな
いパケットの出力先を示します。

set default interface

ポリシールーティング用のルートマップの

match句に合格したパケットの出力先を示しま
す。

set interface

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を通過するパケットの宛先への明示
ルートを Ciscoソフトウェアが持たない場合の
出力先を示します。

set ip default next-hop

一致パケットが転送されるデフォルトの IPv6
ネクストホップを指定します。

set ipv6 default next-hop

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set ip next-hop

ポリシールーティング用のルートマップの

match句を通過した IPv6パケットの送出先を示
します。

set ipv6 next-hop（PBR）

IPv6パケットヘッダーのプリファレンス値を
設定します。

set ipv6 precedence
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match metric（IP）
メトリックが指定されたルートを再配布するには、ルートマップコンフィギュレーションモード

でmatchmetricコマンドを使用します。ルーティングテーブルから再配布されたルートに関する
エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match metric {metric-value| external metric-value} [ +-deviation-number ]

no match metric {metric-value| external metric-value} [ +-deviation-number ]

___________________
構文の説明 Enhanced Interior Gateway Routing Protocol

（EIGRP）の 5つの部分からなるメトリックと
なる内部ルートメトリック。指定できる範囲

は 1～ 4294967295です。

metric-value

ルートに関連付けられ、ソースプロトコルに

よって解釈される外部プロトコル。

external

（任意）metric-value引数に対して設定された数
値をオフセットする標準偏差値。

deviation-number引数は任意の数値にできます。
デフォルトはありません。

+および -のキーワードでメトリック
の偏差を指定すると、ルータは、そ

の値の範囲にある任意のメトリック

と照合します。

（注）

+- deviation-number

___________________
コマンドデフォルト メトリック値に関するフィルタリングを行いません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

externalと +-キーワードおよび deviation-number引数が追加され
ました。

12.3(8)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートマップは、いくつかの部分にわかれている可能性があります。 route-mapコマンドに関連
する少なくとも 1つの match句に一致しないルートは、すべて無視されます。つまり、発信ルー
トマップではルートはアドバタイズされず、着信ルートマップではルートは受け入れられませ

ん。一部のデータのみ修正したい場合は、別にルートマップセクションを設定して明示的に一

致基準を指定する必要があります。

外部プロトコルルートメトリックは、EIGRPで割り当てられたルートメトリックと同じでは
ありません。割り当てられたルートメトリックは、EIGRPのベクトル化されたメトリックコ
ンポーネント（遅延、帯域幅、信頼性、負荷、およびMTU）を使用して算出された値です。

（注）

___________________
例 次の例では、メトリックが 5のルートが再配布されます。

Router(config)# route-map name
Router(config-route-map)# match metric 5

次の例では、400～ 600の範囲のメトリックが照合されます。

Router(config)# route-map name
Router(config-route-map)# match metric 500 +- 100

次の例は、EIGRPの外部プロトコルメトリックルートを、有効な偏差の 100、BGPのソースプ
ロトコル、および自律システム 45000と照合するための、ルートマップの設定方法を示していま
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す。 2つの match句が trueの場合、対象のルーティングプロトコルのタグ値が 5に設定されま
す。ルートマップを使用して、着信パケットを EIGRPプロセスへ配布します。

Router(config)# route-map metric_range
Router(config-route-map)# match metric external 500 +- 100
Router(config-route-map)# match source-protocol bgp 45000
Router(config-route-map)# set tag 5
!
Router(config)# router eigrp 45000
Router(config-router)# network 172.16.0.0
Router(config-router)# distribute-list route-map metric_range in

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

指定されたインターフェイスのいずれかがネク

ストホップであるルートを再配布します。

match interface（IP）

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

指定のアクセスリストのいずれかが通過する、

ネクストホップルータアドレスを持ったルー

トをすべて再配布します。

match ip next-hop

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag
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説明コマンド

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）
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match route-type（IP）
指定されたタイプのルートを再配布するには、ルートマップコンフィギュレーションモードで

match route-typeコマンドを使用します。ルートタイプエントリを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

match route-type {local| internal| external [type-1| type-2]| level-1| level-2}

no match route-type {local| internal| external [type-1| type-2]| level-1| level-2}

___________________
構文の説明

ローカルに生成された Border Gateway Protocol
（BGP）ルート。

local

Open Shortest Path First（OSPF）のエリア内およ
びエリア間ルート、または Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）の内部ルー
ト。

internal

OSPF外部ルートまたは EIGRP外部ルート。
OSPFの場合、external type-1キーワードはタイ
プ 1外部ルートにのみ一致し、external type-2
キーワードはタイプ 2外部ルートにのみ一致し
ます。

external [type-1|type-2

Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）レベル 1ルート。

level-1

IS-ISレベル 2ルート。level-2

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

localおよび external [type-1 | type-2]キーワードが追加されました。11.2
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドはルートマップを削除します。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルートマップは、いくつかの部分にわかれている可能性があります。 route-mapコマンドに関連
付けられているどの matchステートメントとも一致しないルートは無視されます。したがって、
そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズされることも、着信ルートマップ用に受け入れ

られることもありません。一部のデータのみを変更したい場合は、2番目のルートマップセク
ションに明示的に matchを指定する必要があります。

___________________
例 内部ルートを再配布する例を示します。

route-map name
match route-type internal

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

指定されたインターフェイスのいずれかがネク

ストホップであるルートを再配布します。

match interface（IP）
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説明コマンド

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

指定のアクセスリストのいずれかが通過する、

ネクストホップルータアドレスを持ったルー

トをすべて再配布します。

match ip next-hop

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop
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説明コマンド

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight
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match tag
特定のルートタグに一致するルートをフィルタリングするには、ルートマップコンフィギュレー

ションモードでmatch tagコマンドを使用します。タグエントリを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

match tag {tag-value| tag-value-dotted-decimal} [... tag-value | ... tag-value-dotted-decimal]

no match tag {tag-value| tag-value-dotted-decimal} [... tag-value | ... tag-value-dotted-decimal]

___________________
構文の説明 10進数のルートタグ値。有効範囲は 0～

4294967295です。
tag-value

ドット付き 10進数のルートタグ値。有効範囲
は 0.0.0.0～ 255.255.255.255です。

tag-value-dotted-decimal

___________________
コマンドデフォルト match tagの値は定義されません。

___________________
コマンドモード ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco ASR 1000シリーズの集約サービスルータに実
装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Sに統合されました。15.1(2)S

このコマンドが変更されました。ドット付き 10進表記のタグ値をサ
ポートするために、tag-value-dotted-decimal引数が追加されました。

15.2(2)S
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。ドット付き 10進表記のタグ値をサ
ポートするために、tag-value-dotted-decimal引数が追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.6S

___________________
使用上のガイドライン コマンド構文内の省略符号（...）は、tag-valueおよび tag-value-dotted-decimal引数に複数の値を入

力できることを示します。

___________________
例 次の例では、タグ値 5を持つルートを照合する方法を示します。

Device(config)# route-map name
Device(config-route-map)# match tag 5

次の例では、タグ値 10.10.10.10を持つルートを照合する方法を示します。

Device(config)# route-map name
Device(config-route-map)# match tag 10.10.10.10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アクセスリストで指定された BGP自律システ
ムパスを照合します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

パケットのポリシールーティングを実行し、標

準または拡張アクセスリストで許可された宛先

アドレスを含むすべてのルートを配布します。

match ip address

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

ルートマップに合格した自律システムパスの

プリファレンス値を指定します。

set local-preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP-OSPF-RIP）
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説明コマンド

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric-type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

ルートのタグ値を設定します。set tag（IP）
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maximum-paths
IPルーティングプロトコルがサポートできる最大パラレルルート数を制御するには、ルータア
ドレスファミリトポロジまたはルータコンフィギュレーションモードでmaximum-pathsコマン
ドを使用します。デフォルトのパラレルルート数に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

maximum-paths number-of-paths

no maximum-paths number-of-paths

___________________
構文の説明 IPルーティングプロトコルがルーティングテー

ブルにインストールするパラレルルートの最大

数。有効な値は、CiscoIOSのリリースとプラッ
トフォームによって異なります。有効な値の詳

細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

number-of-paths

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのパラレルルート数はCisco IOSのリリースとプラットフォームによって異なります。

___________________
コマンドモード ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(8)T

このコマンドがスーパーバイザエンジン 720に実装されました。12.2(14)SX

スーパーバイザエンジン2上のこのコマンドのサポートがCiscoIOS
Release 12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。このコマンドが、ルータアドレ

スファミリトポロジコンフィギュレーションモードで使用できる

ようになりました。

12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 Cisco IOS Release 12.2(33) SXHの
パスの最大数が 8から 16に変更されました。

12.2(33)SXH

Cisco IOS XE Release 3.5Sでは、Cisco ASR 903ルータのサポートが
追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.5S

___________________
使用上のガイドライン Release 12.2(33)SRB

Multi-Topology Routing（MTR）機能を設定予定の場合、このOpen Shortest Path First（OSPF）ルー
タコンフィギュレーションコマンドがトポロジを認識するために、ルータアドレスファミリト

ポロジコンフィギュレーションモードで maximum-pathsコマンドを入力する必要があります。

___________________
例 OSPFルーティングプロセスで、1つの宛先に最大 16のパスを許容する例を示します。

Router(config)# router ospf 3
Router(config-router)# maximum-paths 16
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nsf
Cisco NSFをイネーブルにし、設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで nsfコマ
ンドを使用します。 NSFをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf [enforce global]

nsf [{cisco| ietf}| interface wait seconds| interval minutes| t3 [adjacency|manual seconds]]

no nsf

___________________
構文の説明

（任意）NSF非対応ネイバーが検出された場
合、OSPF NSFの再開をキャンセルします。

enforce global

アクティブなRPのフェールオーバーの場合に、
シスコ独自の IS-IS NSF方式を指定します。

cisco

アクティブなRPのフェールオーバーの場合に、
IETF IS-IS NSFプロトコル変更方式を指定しま
す。

ietf

（任意）フェールオーバーのあと Cisco NSFプ
ロセスを実行するまで、インターフェイスが動

作するのを待機する時間を指定します。有効値

は、1～ 60秒です。

interface wait seconds

（任意）ルートプロセッサが安定したあと、再

開するまで待機する時間を指定します。有効値

は、0～ 1440分です。

interval minutes

（任意）ラベルスイッチドパス（LSP）データ
ベースが同期化するのを IETF NSFが待機する
時間が、スイッチオーバーの前に、指定された

RPのネイバーにアドバタイズされる隣接の保
持時間により決定されるよう指定します。

t3 adjacency

（任意）NSFデータベースの同期化のあと、再
開ノードを中継として見なさないようその他の

ノードに知らせるまでの待機時間を指定しま

す。有効値は、5～ 3600秒です。

t3 manual seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト設定は、次のとおりです。
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• NSFはディセーブルです。

• enforce global --イネーブル。

• interval minutes -- 5分。

• interface waitseconds -- 10秒.

• t3 manual seconds -- 30秒。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートがSupervisorEngine720に追加されまし
た。

12.2(18)SXD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン nsfコマンドは、Supervisor Engine 2が設定された Cisco 7600シリーズルータではサポートされま

せん。

nsf t3マニュアルコマンドを使用して、シスコ独自の IS-ISNSFが設定されているかまたは Internet
Engineering Task Force（IETF）IS-IS NSFがイネーブルの場合、nsf interface waitコマンドを使用
できます。インターフェイスが動作するまで時間がかかる場合、このコマンドを使用できます。

Cisco NSFは、Cisco 7600シリーズルータが再開時に Cisco NSFの実行が予想される場合だけ
必要です。 Cisco 7600シリーズルータが、Cisco NSFの再開だけを実行するネイバーと協力す
ると予想される場合、スイッチはデフォルト（Cisco NSFをサポートするバージョンのコード
を実行）で NSF対応である必要があります。

（注）

nsfコマンドは、routerコマンドのサブセットで、指定されたプロセスの対象となるすべてのイン
ターフェイスに影響します。 Cisco NSFは、BGP、OSPF、IS-IS、および EIGRPプロトコルをサ
ポートします。NSF処理をイネーブルにするコンフィギュレーションコマンドは、次のとおりで
す。

• router ospfコマンドの下の nsf

• router isisコマンドの下の nsf ietf

• router bgpコマンドの下の bgp graceful-restart
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これらのコマンドは、ルータの実行コンフィギュレーションの一部として発行される必要があり

ます。再開時にこれらのコマンドは、NSF処理を作動させるよう復元されます。

[{cisco | ietf} | interface waitseconds | interval minutes | t3 [adjacency | manual seconds]]キーワードおよ
び引数は、IS-ISだけに適応されます。

{enforce global}キーワードは、OSPFだけに適応されます。

BGP NSFに関するガイドライン

NSFの BGPサポートでは、ネイバーネットワークのデバイスが NSF対応デバイスである必要が
あります。つまり、これらのデバイスにはグレースフルリスタート機能があり、セッション確立

中にOPENメッセージでこの機能をアドバタイズする必要があります。NSF対応ルータが、特定
のBGPネイバーでグレースフルリスタート機能がイネーブルでないことを検出した場合、このネ
イバーを使用したNSF対応セッションは確立されません。他のすべてのネイバーに、グレースフ
ルリスタート機能が備わっている場合は、この NSF対応ネットワーキングデバイスを使用して
NSF対応セッションを引き続き維持します。グレースフルリスタート機能をイネーブルにするに
は、bgp graceful-restartルータコンフィギュレーションコマンドを入力します。

EIRGP NSFに関するガイドライン

ルータは NSF対応のルータである可能性がありますが、コールドスタートから動作するため、
NSF再開のネイバーの援助には参加しない場合があります。

IS-IS NSFに関するガイドライン

ネットワーキングデバイス上で IETFは設定されていても、隣接ルータが IETFと互換性がない場
合、NSFはスイッチオーバーのあとで打ち切られます。

IS-IS NSFを設定する場合、次の 2つのキーワードを使用します。

• ietf：Internet EngineeringTask Force IS-IS。スーパーバイザエンジンのスイッチオーバー後に、
NSF対応のルータが隣接する NSF対応デバイスに IS-IS NSF再開要求を送信します。

• cisco：Cisco IS-IS。すべての隣接情報および LSP情報が、スタンバイスーパーバイザエン
ジンに対して保存（チェックポイント）されます。スイッチオーバー後、新しいアクティブ

スーパーバイザエンジンは、迅速にそのルーティングテーブルを再確立するために、チェッ

クポイントされたデータを使用してその隣接を維持します。

OSPF NSFに関するガイドライン

OSPFNSFでは、すべてのネイバーネットワーキングデバイスがNSF対応デバイスである必要が
あります。 NSF対応ルータが、特定のネットワークセグメントに非 NSFアウェアのネイバーが
存在することを検出すると、このセグメントに対するNSF機能はディセーブルになります。完全
にNSF可能またはNSF対応のルータだけで構成されているその他のネットワークセグメントは、
引き続き NSF機能を提供します。

OSPF NSFは、IPv4トラフィックの NSF/SSOのみをサポートします。 OSPFv3は、NSF/SSOでは
サポートされていません。 NSF/SSOでは、OSPFv2のみがサポートされています。
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___________________
例 次に、すべての OSPFプロセスインターフェイスに関して NSFをイネーブルにする例を示しま

す。

Router(config)# router ospf 109
Router(config-router)# nsf

次に、すべてのOSPFプロセスインターフェイスに関してNSFをディセーブルにする例を示しま
す。

Router(config)# router ospf 109
Router(config-router)# no nsf

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングプロセスをイネーブルにします。router
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passive-interface
インターフェイス上のルーティングアップデートの送信をディセーブルにするには、ルータコン

フィギュレーションモードで passive-interfaceコマンドを使用します。ルーティングアップデー
トの送信を再びイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

passive-interface commandpassive-interface [default] i nterface-type interface-number

no passive-interface interface-type interface-number

___________________
構文の説明

（任意）すべてのインターフェイスがパッシブ

となります。

default

インターフェイスタイプ。interface-type

インターフェイス番号を指定します。interface-number

___________________
コマンドデフォルト インターフェイス上でルーティングアップデートが送信されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。 defaultキーワードが追加されまし
た。

12.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Sに統合されました。15.1(2)S

___________________
使用上のガイドライン インターフェイス上でルーティングアップデートの送信をディセーブルにした場合でも、特定の

サブネットは引き続き他のインターフェイスにアドバタイズされ、このインターフェイス上の他

のルータからのアップデートは引き続き受信および処理されます。

defaultキーワードを指定すると、すべてのインターフェイスがデフォルトでパッシブに設定され
ます。この場合、隣接情報を必要とする個別のインターフェイスを設定するには、no
passive-interfaceコマンドを使用します。 defaultキーワードは、インターネットサービスプロバ
イダー（ISP）や大規模な企業ネットワークなど、多数のディストリビューションルータに200以
上ものインターフェイスが搭載されるような環境で役立ちます。

OpenShortest Path First（OSPF）プロトコルの場合、指定したルータインターフェイスでは、OSPF
ルーティング情報の送信も受信も行われません。指定したインターフェイスアドレスは、OSPF
ドメイン内のスタブネットワークとして表示されます。

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルの場合、このコマンドでは IS-ISに対
し、指定したインターフェイスでは実際に IS-ISを実行せずに、このインターフェイスの IPアド
レスをアドバタイズするように指示します。 IS-ISに対してこのコマンドのno形式を使用すると、
指定したアドレスの IPアドレスのアドバタイズがディセーブルになります。

IS-ISの場合は、1つ以上のアクティブインターフェイスを維持する必要があり、このインター
フェイスを ip router isisコマンドを使用して設定します。

（注）

Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）の passive-interfaceコマンドを使用すると、イ
ンターフェイスの helloパケットの交換が抑制されるため、ルーティングアップデートがアドバ
タイズされなくなり、着信ルーティングアップデートも抑制されます。パッシブインターフェ

イスの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/tech/tk365/technologies_tech_
note09186a0080093f0a.shtmlを参照してください。

___________________
例 次に、イーサネットインターフェイス 1を除く、ネットワーク 10.108.0.0上のすべてのインター

フェイスに対して EIGRPアップデートを送信する例を示します。

router eigrp 109
network 10.108.0.0
passive-interface ethernet 1

次のコンフィギュレーションでは、インターフェイス Ethernet 1およびインターフェイス serial 0
上で IS-ISをイネーブルにし、リンクステートプロトコルデータユニット（PDU）でインター
フェイス Ethernet 0の IPアドレスをアドバタイズしています。

router isis Finance
passive-interface Ethernet 0
interface Ethernet 1
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ip router isis Finance
interface serial 0
ip router isis Finance

次の例では、すべてのインターフェイスをパッシブに設定してから、インターフェイス ethernet0
をアクティブにする方法を示します。

router ospf 100
passive-interface default
no passive-interface ethernet0
network 10.108.0.1 0.0.0.255 area 0

   IP ルーティング：プロトコル非依存コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850
スイッチ）

66

IP ルーティングプロトコル非依存コマンド：A ～ R
passive-interface



redistribute（IP）
あるルーティングドメインから別のルーティングドメインにルートを再配布するには、適切なコ

ンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。再配布のすべてまたは一部
をディセーブルにするには（プロトコルに応じて）、このコマンドの no形式を使用します。詳
細なプロトコル固有の動作については、「使用上のガイドライン」の項を参照してください。

redistribute protocol [process-id] {level-1| level-1-2 | level-2} [autonomous-system-number] [metric
{metric-value | transparent}] [metric-type type-value] [match {internal | external 1 | external 2}] [tag
tag-value] [route-map map-tag] [subnets] [nssa-only]

no redistribute protocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [autonomous-system-number] [metric
{metric-value | transparent}] [metric-type type-value] [match {internal | external 1 | external 2}] [tag
tag-value] [route-map map-tag] [subnets] [nssa-only]

___________________
構文の説明

ルートの再配布元であるソースプロトコルです。次の

キーワードのいずれかを指定できます。bgp、
connected、eigrp、isis、mobile、ospf、rip、または
static [ip]。

static [ip]キーワードは、IPスタティックルートを再
配布する場合に使用します。オプションの ipキーワー
ドは、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
プロトコルに再配布するときに使用します。

connectedキーワードは、インターフェイスでイネーブ
ルになっている IPによって自動的に確立されるルート
を示します。 Open Shortest Path First（OSPF）や IS-IS
などのルーティングプロトコルの場合、これらのルー

トは自律システムに対して外部として再配布されます。

protocol
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（任意）bgpまたは eigrpキーワードの場合、これは
16ビット 10進数値である自律システム番号。

isisキーワードの場合、これはルーティングプロセス
の意味のある名前を定義するオプションの tag値です。
各ルータに指定できる IS-ISプロセスは1つだけです。
ルーティングプロセスの名前を作成することは、ルー

ティングを設定するときに名前を使用することを意味

します。

ospfキーワードの場合、これはルートの再配布元であ
る適切な OSPFプロセス IDです。これは、ルーティ
ングプロセスを示します。この値はゼロ以外の 10進
数の形式です。

ripキーワードの場合、process-id値は必要ではありま
せん。

デフォルトでは、プロセス IDは定義されていません。

process-id

IS-IS用に、レベル 1ルートが他の IPルーティングプ
ロトコルに個別に再配布されることを指定します。

level-1

IS-IS用に、レベル 1とレベル 2の両方のルートが他の
IPルーティングプロトコルに再配布されることを指定
します。

level-1-2

IS-IS用に、レベル 2ルートが他の IPルーティングプ
ロトコルに個別に再配布されることを指定します。

level-2

（任意）再配布ルートの自律システム番号。指定でき

る範囲は 1～ 65535です。

• Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、
12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco
IOSXERelease 2.4、およびそれ以降のリリースで
は、4バイト自律システム番号は 65536～
4294967295（asplain表記）および 1.0～
65535.65535（asdot表記）の範囲でサポートされ
ます。

• Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.4(24)T、および
Cisco IOS XE Release 2.3では、4バイト自律シス
テム番号は asdot表記だけの 1.0～ 65535.65535の
範囲でサポートされます。

自律システムの番号形式の詳細については、routerbgp
コマンドの説明を参照してください。

autonomous-system-number
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（任意）同じルータ上で 1つの OSPFプロセスから別
の OSPFプロセスに再配布する場合、メトリック値を
指定しないと、メトリックは 1つのプロセスから他の
プロセスへ存続します。他のプロセスを OSPFプロセ
スに再配布するときに、メトリック値を指定しない場

合、デフォルトのメトリックは 20です。デフォルト
値は 0です

metric metric-value

（任意）Routing Information Protocol（RIP）がRIPメト
リックとして再配布ルートにルーティングテーブルメ

トリックを使用するようにします。

metric transparent

（任意）OSPFの場合、OSPFルーティングドメインに
アドバタイズされるデフォルトのルートに関連付けら

れる外部リンクタイプを指定します。次の2つの値の
いずれかにすることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-typeを指定しない場合、Cisco IOSソフトウェア
はタイプ 2外部ルートを採用します。

IS-ISの場合、次の 2つの値のいずれかにすることがで
きます。

• internal：63以下の IS-ISメトリック。

• external：64以上、128以下の IS-ISメトリック。

デフォルトは、internalです。

metric-type type value

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに
再配布する条件を指定します。次のいずれかを指定で

きます。

• internal：特定の自律システムの内部のルート。

• external 1：自律システムの外部だが、OSPFにタ
イプ 1外部ルートとしてインポートされるルー
ト。

• external 2：自律システムの外部だが、OSPFにタ
イプ 2外部ルートとしてインポートされるルー
ト。

デフォルトは、internalです。

match {internal | external1 | external2}
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（任意）各外部ルートに付加する 32ビットの 10進値
を指定します。これは OSPF自体には使用されませ
ん。自律システム境界ルータ（ASBR）間で情報を通
信するために使用できます。何も指定しないと、リ

モート自律システム番号が Border Gateway Protocol
（BGP）とExteriorGatewayProtocol（EGP）からのルー
トに使用されます。他のプロトコルでは、ゼロ（0）が
使用されます。

tag tag-value

（任意）このソースルーティングプロトコルから現在

のルーティングプロトコルへのルートのインポートを

フィルタリングするために調べる必要があるルート

マップを指定します。指定しない場合は、すべての

ルートが再配布されます。このキーワードを指定し、

ルートマップタグが表示されていない場合、ルートは

インポートされません。

route-map

（任意）設定されたルートマップの ID。map-tag

（任意）OSPFへのルートの再配布において、指定し
たプロトコルの再配布の範囲。デフォルトでは、サブ

ネットは定義されません。

subnets

（任意）OSPFに再配布されるすべてのルートの
nssa-only属性を設定します。

nssa-only

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-af）

アドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードが追加されました。

12.0(5)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。EIGRPの下でのアドレスファミ
リのサポートが追加されました。

12.0(22)S

このコマンドが変更されました。EIGRPの下でのアドレスファミ
リのサポートが追加されました。

12.2(15)T

このコマンドが変更されました。EIGRPの下でのアドレスファミ
リのサポートが追加されました。

12.2(18)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。EIGRPの下でのアドレスファミ
リトポロジのサポートが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(14)SXに組み込まれました。12.2(14)SX

このコマンドが変更されました。 asdot表記だけの 4バイト自律シ
ステム番号のサポートが追加されました。

12.0(32)S12

このコマンドが変更されました。 asplain表記と asdot表記の 4バ
イト自律システム番号のサポートが追加されました。

12.0(32)SY8

このコマンドが変更されました。 asdot表記だけの 4バイト自律シ
ステム番号のサポートが追加されました。

12.4(24)T

このコマンドが変更されました。 asdot表記だけの 4バイト自律シ
ステム番号のサポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release 2.3

このコマンドが変更されました。 asplain表記と asdot表記の 4バ
イト自律システム番号のサポートが追加されました。

12.2(33)SXI1

このコマンドが変更されました。 asplain表記のサポートが追加さ
れ、4バイト自律システム番号のデフォルト表記が asplainになり
ました。

12.0(33)S3

このコマンドが変更されました。 asplain表記のサポートが追加さ
れ、4バイト自律システム番号のデフォルト表記が asplainになり
ました。

Cisco IOS XE Release 2.4

このコマンドが変更されました。キーワードnssa-onlyが追加され
ました。

15.0(1)M

このコマンドが変更されました。 asplain表記と asdot表記の 4バ
イト自律システム番号のサポートが追加されました。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 asplain表記と asdot表記の 4バ
イト自律システム番号のサポートが追加されました。

15.1(1)SG

このコマンドが変更されました。 asplain表記と asdot表記の 4バ
イト自律システム番号のサポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.3SG

このコマンドが、CiscoASR 901シリーズの集約サービスルータに
実装されました。

15.1(2)SNG

___________________
使用上のガイドライン

redistribute コマンドの no 形式の使用

redistributeコマンドに設定したオプションを削除するには、期待する結果が得られるように
redistributeコマンドの no形式を慎重に使用する必要があります。キーワードを変更または
ディセーブルにすると、プロトコルによって他のキーワードの状態に影響を与える場合と与え

ない場合があります。

注意

プロトコルによって redistributeコマンドの noバージョンの実装が異なることを理解することが
重要です。

• BGP、OSPF、RIP設定では、no redistributeコマンドは、実行コンフィギュレーションの
redistributeコマンドから指定キーワードを削除するだけです。その他のプロトコルから再
配布するときは、減法キーワード方式が使用されます。たとえば、BGPの場合、noredistribute
static route-map interiorを設定した場合、ルートマップだけが再配布から除外され、
redistribute staticはフィルタなしのままです。

• no redistribute isisコマンドでは、実行コンフィギュレーションから IS-IS再配布は削除され
ません。 IS-ISは、IS-ISが再配布されたプロトコルであるか、または再配布するプロトコル
であるかにかかわらず、コマンド全体を削除します。

• EIGRPでは、EIGRPコンポーネントバージョン rel5よりも前は減法キーワード方式が使用
されていました。 EIGRPコンポーネントバージョン rel5以降、no redistributeコマンドは、
他のプロトコルから再配布するときに、redistributeコマンド全体を削除します。

redistribute コマンドのその他の使用上のガイドライン

内部メトリックが指定されたリンクステートプロトコルを受信するルータの場合、ルートのコス

トには、そのルータから再配布するルータまでのコストと宛先に達するまでのアドバタイズされ

たコストの合計が考慮されます。外部メトリックでは、宛先に達するまでのアドバタイズされた

メトリックだけを考慮します。

   IP ルーティング：プロトコル非依存コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850
スイッチ）

72

IP ルーティングプロトコル非依存コマンド：A ～ R
redistribute（IP）



IPルーティングプロトコルから学習したルートは、接続されたエリアへのレベル 1またはレベル
2に再配布できます。 level-1-2キーワードは、レベル 1とレベル 2の両方のルートを 1つのコマ
ンドで許可します。

再配布ルーティング情報は、distribute-list outルータコンフィギュレーションコマンドによって
フィルタリングされる必要があります。このガイドラインでは、管理者が意図するルートだけ

が、受信側のルーティングプロトコルに転送されることを保証しています。

redistributeコマンドまたは default-informationルータコンフィギュレーションコマンドを使用
して、OSPFルーティングドメインにルートを再配布した場合は、必ずルータは自動で ASBRに
なります。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートをOSPFルーティングドメイン
に生成しません。

ルートがOSPFやBGP以外のプロトコルからOSPFに再配布され、メトリックがmetric-typeキー
ワードと type-value引数で指定されていない場合、OSPFはデフォルトメトリックとして 20を使
用します。ルートが BGPからOSPFに再配布される場合、OSPFはデフォルトメトリックとして
1を使用します。ルートがある OSPFプロセスから別の OSPFプロセスに再配布される場合、自
律システムの外部ルートおよびNot-So-Stubby-Area（NSSA）ルートはデフォルトメトリックとし
て 20を使用します。エリア内およびエリア間ルートがOSPFプロセス間で再配信される場合、再
配布ソースプロセスからの内部 OSPFメトリックは、再配布先のプロセスの外部メトリックとし
てアドバタイズされます。（これは、ルートをOSPFに再配布する場合にルーティングテーブル
メトリックが維持されている場合のみです）。

ルートがOSPFに再配布されるときに、subnetsキーワードが指定されていない場合、サブネット
化されていないルートだけが再配布されます。

NSSAエリアの内部ルータ上では、nssa-onlyキーワードを指定すると、発信されたタイプ7NSSA
LSAの伝播（P）ビットがゼロに設定され、エリア境界ルータはタイプ 5外部 LSAにこれらの
LSAを変換できなくなります。 NSSAおよび通常のエリアに接続されているエリア境界ルータで
は、nssa-onlyキーワードにより、ルートが NSSAエリアにのみ再配布されます。

このredistributeコマンドによって影響されるconnectedキーワードが設定されたルートは、network
ルータコンフィギュレーションコマンドによって指定されていないルートです。

接続ルートをアドバタイズするために使用するメトリックに影響を与えるdefault-metricコマンド
は使用できません。

redistributeコマンドで指定されたmetric値は、default-metricコマンドを使用して指定された
metric値より優先されます。

（注）

Interior Gateway Protocol（IGP）または Exterior Gateway Protocol（EGP）の BGPへのデフォルト再
配布は、default-information originateルータコンフィギュレーションコマンドが指定されていな
い場合は許可されません。

Release 12.2(33)SRB

Multi-Topology Routing（MTR）機能を設定予定の場合、この OSPFコンフィギュレーションコマ
ンドがトポロジを認識するために、アドレスファミリトポロジコンフィギュレーションモード

で redistributeコマンドを入力する必要があります。
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4 バイト自律システム番号のサポート

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS
XE Release 2.4、およびそれ以降のリリースでは、シスコが採用している 4バイト自律システム番
号は、自律システム番号の正規表現のマッチングおよび出力表示形式のデフォルトとして asplain
（たとえば、65538）を使用していますが、RFC5396に記載されているとおり、4バイト自律シス
テム番号を asplain形式および asdot形式の両方で設定できます。 4バイト自律システム番号の正
規表現マッチングと出力表示のデフォルトを asdot形式に変更するには、bgp asnotation dotコマ
ンドを使用します。

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.4(24)T、および Cisco IOS XE Release 2.3では、シスコが採用し
ている 4バイト自律システム番号は、設定形式、正規表現とのマッチング、および出力表示とし
て、asdot（たとえば、1.2）だけを使用しています。asplainはサポートしていません。

___________________
例 次に、OSPFルートが BGPドメインに再配布される例を示します。

Router(config)# router bgp 109
Router(config-router)# redistribute ospf

次に、OSPFドメインに EIGRPルートを再配布する例を示します。

Router(config)# router ospf 110
Router(config-router)# redistribute eigrp

次の例では、指定された EIGRPプロセスルートをOSPFドメインに再配布する方法を示していま
す。 EIGRP派生メトリックは 100に、RIPルートは 200に再マッピングされます。

Router(config)# router ospf 109
Router(config-router)# redistribute eigrp 108 metric 100 subnets
Router(config-router)# redistribute rip metric 200 subnets

次に、BGPルートを IS-ISに再配布されるように設定する例を示します。リンクステートコスト
が 5、メトリックタイプが外部に設定されています。この場合、内部メトリックよりもプライオ
リティが下がります。

Router(config)# router isis
Router(config-router)# redistribute bgp 120 metric 5 metric-type external

次の例では、ネットワーク 172.16.0.0はコスト 100でOSPF 1の外部 LSAとして表示されます（コ
ストは維持されます）。

Router(config)# interface ethernet 0
Router(config-if)# ip address 172.16.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# exit
Router(config)# ip ospf cost 100
Router(config)# interface ethernet 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
!
Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0
Router(config-if)# exit
Router(config-router)# redistribute ospf 2 subnet
Router(config)# router ospf 2
Router(config-router)# network 172.16.0.0 0.255.255.255 area 0
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次に、BGPルートを OSPFに再配布し、ローカルの asplain形式の 4バイト自律システム番号を割
り当てる例を示します。この例では、Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、
12.2(33)SXI1、Cisco IOS XE Release 2.4、またはそれ以降のリリースが必要です。

Router(config)# router ospf 2
Router(config-router)# redistribute bgp 65538

次に、connected metric 1000 subnetsオプションを redistribute connected metric 1000 subnetsコマ
ンドから削除し、redistribute connectedコマンドを設定に残す例を示します。

Router(config-router)# no redistribute connected metric 1000 subnets

次に、metric 1000オプションを redistribute connected metric 1000 subnetsコマンドから削除し、
redistribute connected subnetsコマンドを設定に残す例を示します。

Router(config-router)# no redistribute connected metric 1000

次に、subnetsオプションを redistribute connected metric 1000 subnetsコマンドから削除し、
redistribute connected metric 1000コマンドを設定に残す例を示します。

Router(config-router)# no redistribute connected subnets

次に、redistribute connectedコマンドと、redistribute connectedコマンドに設定されているオプ
ションを設定から削除する例を示します。

Router(config-router)# no redistribute connected

次に、指定した EIGRP設定で EIGRPルートを EIGRPプロセスに再配布する例を示します。

Router(config)# router eigrp virtual-name
Router(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 1
Router(config-router-af)# topology base
Router(config-router-af-topology)# redistribute eigrp 6473 metric 1 1 1 1 1

次に、EIGRP設定で再配布を設定したりディセーブルにしたりする例を示します。 EIGRPの場
合、コマンドの no形式は、redistributeコマンドセット全体を実行コンフィギュレーションから
削除します。

Router(config)# router eigrp 1
Router(config-router)# network 0.0.0.0
Router(config-router)# redistribute eigrp 2 route-map x
Router(config-router)# redistribute ospf 1 route-map x
Router(config-router)# redistribute bgp 1 route-map x
Router(config-router)# redistribute isis level-2 route-map x
Router(config-router)# redistribute rip route-map x

Router(config)# router eigrp 1
Router(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x
Router(config-router)# no redistribute ospf 1 route-map x
Router(config-router)# no redistribute bgp 1 route-map x
Router(config-router)# no redistribute isis level-2 route-map x
Router(config-router)# no redistribute rip route-map x
Router(config-router)# end

Router# show running-config | section router eigrp 1

router eigrp 1
network 0.0.0.0
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次に、OSPF設定で再配布を設定したりディセーブルにしたりする例を示します。コマンドの no
形式は、実行コンフィギュレーションの redistributeコマンドから指定したキーワードのみを削除
します。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# network 0.0.0.0
Router(config-router)# redistribute eigrp 2 route-map x
Router(config-router)# redistribute ospf 1 route-map x
Router(config-router)# redistribute bgp 1 route-map x
Router(config-router)# redistribute isis level-2 route-map x
Router(config-router)# redistribute rip route-map x

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x
Router(config-router)# no redistribute ospf 1 route-map x
Router(config-router)# no redistribute bgp 1 route-map x
Router(config-router)# no redistribute isis level-2 route-map x
Router(config-router)# no redistribute rip route-map x
Router(config-router)# end

Router# show running-config | section router ospf 1

router ospf 1
redistribute eigrp 2
redistribute ospf 1
redistribute bgp 1
redistribute rip
network 0.0.0.0

次に、BGPで再配布からルートマップフィルタだけを排除する例を示します。再配布自体はフィ
ルタなしで有効なままです。

Router(config)# router bgp 65000
Router(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x

次に、BGPへの EIGRP再配布を削除する例を示します。
Router(config)# router bgp 65000
Router(config-router)# no redistribute eigrp 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始して、EIGRPルーティングインスタ
ンスを設定します。

address-family（EIGRP）

ルータをアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードにして、標準 IPv4アドレスプレ
フィックスを使用する、BGP、RIP、スタティッ
クルーティングセッションなどのルーティン

グセッションを設定します。

address-family ipv4（BGP）

ルータをアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードにして、標準 VPNv4アドレスプ
レフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルー

ティングセッションを設定します。

address-family vpnv4
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説明コマンド

デフォルトの表示を変更し、BGP 4バイト自律
システム番号の正規表現一致形式を、asplain（10
進数の値）からドット付き表記にします。

bgp asnotation dot

ネットワーク 0.0.0.0の BGPへの再配布を可能
にします。

default-information originate（BGP）

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルー
トを生成します。

default-information originate（IS-IS）

OSPFルーティングドメインへのデフォルト
ルートを生成します。

default-information originate（OSPF）

ネットワークがアップデート時にアドバタイズ

されないようにします。

distribute-list out（IP）

あるルーティングプロトコルから別のルーティ

ングプロトコルへルートを再配布する条件を定

義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map（IP）

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定しま
す。

router eigrp

設定されたすべてのルートマップ、または指定

した 1つのルートマップだけを表示します。
show route-map

指定されたトポロジインスタンスで IPトラ
フィックをルーティングするよう EIGRPプロ
セスを設定し、アドレスファミリトポロジコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

topology（EIGRP）
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route-map
あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布したり、ポリ

シールーティングをイネーブルにしたりするには、グローバルコンフィギュレーションモード

で route-mapコマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

route-map map-tag [permit| deny] [ sequence-number ]

no route-map map-tag [permit| deny] [ sequence-number ]

___________________
構文の説明

ルートマップの名前。map-tag

（任意）ルートマップに一致するルートのみの

転送または再配布を許可します。

permit

（任意）ルートマップに一致するルートの転送

または再配布をブロックします。

deny

（任意）すでに同じ名前で設定されているルー

トマップリスト内の新しいルートマップの位

置を指定する番号。

sequence-number

___________________
コマンドデフォルト ポリシールーティングはイネーブルではなく、あるルーティングプロトコルから別のルーティン

グプロトコルにルートを再配布する条件は設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが IPv6ポリシーベースルーティング（PBR）の設定
で使用するために更新されました。

12.3(7)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)SGに統合されました。12.2(25)SG

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco ASR 1000シリーズの集約サービスルータ
に実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが変更されました。Cisco IOS Release 12.2(33)SXI4に
統合されました。

12.2(33)SXI4

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン route-mapコマンドを使用して、ルートマップコンフィギュレーションモードを開始します。

ルートの再配布またはパケットのポリシールーティングを実行するには、ルートマップを使用し

ます。両方の用途について、ここで説明します。

再分配

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します。 route-mapコマンドごとに、それに関連した
matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドは、一致基準（現在の route-map
コマンドで再配布が許可される条件）を指定します。 setコマンドでは、set処理（matchコマン
ドによる基準が満たされた場合に実行する特定の再配布アクション）を指定します。noroute-map
コマンドにより、ルートマップが削除されます。

match route-mapコンフィギュレーションコマンドには複数の形式があります。matchコマンドの
順序は任意に指定できます。すべてのmatchコマンドが満たされないと、setコマンドで指定した
set処理に従ってルートの再配布が行われません。 matchコマンドの no形式を使用すると、指定
した一致基準が削除されます。

ルーティングプロセス間でルートを再配布する方法を詳細に制御する必要がある場合にルート

マップを使用します。宛先ルーティングプロトコルは routerグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用して指定します。ソースルーティングプロトコルは redistributeルータコン
フィギュレーションコマンドを使用して指定します。ルートマップの設定方法の例については、

「例」の項を参照してください。

ルートがルートマップを通過するようにするときには、ルートマップに複数の要素を持たせるこ

とができます。 route-mapコマンドに関連付けられているどの matchステートメントとも一致し
ないルートは無視されます。したがって、そのルートは発信ルートマップ用にアドバタイズされ

ることも、着信ルートマップ用に受け入れられることもありません。一部のデータのみ修正した

い場合は、別にルートマップセクションを設定して明示的に一致基準を指定する必要がありま

す。

redistributeルータコンフィギュレーションコマンドでは、map-tag引数で指定された名前を使用
してルートマップを参照します。複数のルートマップで同じマップタグ名を共有できます。

このルートマップの一致基準が満たされた場合、permitキーワードが指定されていると、設定ア
クションに従ってルートが再配布されます。ポリシールーティングの場合、パケットはポリシー

IP ルーティング：プロトコル非依存コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 ス
イッチ）

79

IP ルーティングプロトコル非依存コマンド：A ～ R
route-map



に従ってルーティングされます。一致基準が満たされなかった場合、permitキーワードが指定さ
れていると、同じマップタグを持つ次のルートマップがテストされます。あるルートが、同じ

名前を共有するルートマップセットの一致基準のいずれをも満たさない場合、そのセットによる

再配布は行われません。

ルートマップの一致基準が満たされた場合でも、denyキーワードが指定されているとルートは再
配布されません。ポリシールーティングの場合、パケットはポリシーに従ってルーティングされ

ません。また、同じマップタグ名を共有するルートマップは、これ以上検証されません。パケッ

トがポリシールーティングの対象にならない場合、通常の転送アルゴリズムが使用されます。

ポリシールーティング

ルートマップには、ポリシールーティングをイネーブルにするというもう 1つの用途がありま
す。ポリシールーティングパケットの条件を定義するには、route-mapコマンド、matchおよび
setコマンドに加えて、ip policy route-mapまたは ipv6 policy route-mapコマンドを使用します。
matchコマンドは、ポリシールーティングが行われる条件を指定します。 setコマンドは、match
コマンドで指定した基準を満たしている場合に実行するルーティング動作を指定します。自明の

最短パスと異なる方法でルートパケットにポリシーを適用することができます。

sequence-number引数は次のように動作します。

1 提供されたタグでエントリが定義されていない場合、sequence-number引数を 10にしたエント
リが作成されます。

2 提供されたタグでエントリが1つしか定義されていない場合、そのエントリが後続のroute-map
コマンドのデフォルトエントリになります。このエントリの sequence-number引数は変わりま
せん。

3 提供されたタグで複数のエントリが定義されている場合、sequence-number引数が必要である
ことを伝えるエラーメッセージが表示されます。

no route-map map-tagコマンドが指定されると（sequence-number引数なし）、ルートマップ全体
が削除されます。

___________________
例 次に、ホップカウントが 1の Routing Information Protocol（RIP）ルートを Open Shortest Path First

（OSPF）に再配布する例を示します。これらのルートはメトリック5、メトリックタイプがタイ
プ 1、タグが 1の外部リンクステートアドバタイズメント（LSA）として OSPFに再配布されま
す。

Device(config)# router ospf 109
Device(config-router)# redistribute rip route-map rip-to-ospf
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rip-to-ospf permit
Device(config-route-map)# match metric 1
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set metric-type type1
Device(config-route-map)# set tag 1

次に、ホップカウントが 1の RIPルートを OSPFに再分配する IPv6の例を示します。これらの
ルートは、タグが 42、メトリックタイプがタイプ 1の外部LSAとしてOSPFに再配布されます。

Device(config)# ipv6 router ospf 1
Device(config-router)# redistribute rip one route-map rip-to-ospfv3
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Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rip-to-ospfv3
Device(config-route-map)# match tag 42
Device(config-route-map)# set metric-type type1

次の名前付き設定の例では、ホップカウントが 1の Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）アドレスを再配布する方法を示します。これらのアドレスは、メトリックが 5、タグ
が 1の外部として EIGRPに再配布されます。

Device(config)# router eigrp virtual-name1
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# redistribute eigrp 6473 route-map
virtual-name1-to-virtual-name2
Device(config-router-af-topology)# exit-address-topology
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config-router)# router eigrp virtual-name2
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 6473
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# exit-af-topology
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config)# route-map virtual-name1-to-virtual-name2
Device(config-route-map)# match tag 42
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set tag 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスでポリシールーティングに使

用するルートマップを特定します。

ip policy route-map

インターフェイスで IPv6 PBRを設定します。ipv6 policy route-map

BGP自律システムパスアクセスリストを照合
します。

match as-path

BGPコミュニティを照合します。match community

指定したいずれかのインターフェイスにネクス

トホップを持つ、すべてのルートを配布しま

す。

match interface（IP）

標準または拡張アクセスリストが許可した宛先

ネットワーク番号アドレスが含まれるルートを

配布し、パケットでポリシールーティングを実

行します。

match ip address

プレフィックスリストで許可されたプレフィッ

クスがある IPv6ルートを配布するか、IPv6の
PBRでパケットを照合するために使用する IPv6
アクセスリストを指定します。

match ipv6 address
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説明コマンド

指定されたアクセスリストのいずれかによって

渡されたネクストホップルータアドレスを含

むすべてのルートを再配布します。

match ip next-hop

アクセスリストによって指定されたアドレス

で、ルータおよびアクセスサーバによってアド

バタイズされたルートを再配布します。

match ip route-source

パケットのレベル3長に基づいてポリシールー
ティングを実行します。

match length

指定したメトリックを持つルートを再配布しま

す。

match metric（IP）

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type（IP）

指定されたタグと一致するルーティングテーブ

ルのルートを再配布します。

match tag

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定しま
す。

router eigrp

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path

自動的にタグ値を計算します。set automatic-tag

BGPコミュニティ属性を設定します。set community

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たし、宛先への明示ルートがな
いパケットの出力先を示します。

set default interface

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set interface

一致パケットが転送されるデフォルトの IPv6
ネクストホップを指定します。

set ipv6 default next-hop

ポリシールーティングにおいてルートマップ

のmatch句を満たしたパケットの宛先への明示
ルートを Cisco IOSソフトウェアが持たない場
合の出力先を示します。

set ip default next-hop verify-availability
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説明コマンド

ポリシールーティング用のルートマップの

match節を通過したパケットの送出先を示しま
す。

set ip next-hop

IPv6の PBRのルートマップの match句を通過
した IPv6パケットの送出先を示します。

set ipv6 next-hop（PBR）

ルートのインポート先を示します。set level（IP）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local preference

ルーティングプロトコルのメトリック値を設定

します。

set metric（BGP、OSPF、RIP）

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタ

イプを設定します。

set metric type

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定し

ます。

set tag（IP）

ルーティングプロトコルの BGP重みを指定し
ます。

set weight

設定されたすべてのルートマップ、または指定

した 1つのルートマップだけを表示します。
show route-map
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